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〇年前、陛下はすで 、世界中 定式化さ 追求されていた発展の方法が長期的にみて維持できないことを予見されていた。そのため、中道のアプローチとし ＧＮＨは、 が、経済発展のみならず文化的、精神的、環境的な厚生と調和が取れた発展をも確実にする政策や法律を念入りに作り上げていくこ を可能にした。　
しかしながらＧＮＨはまったくＧＤＰを否定す




























る。従来のＧＤＰの成長は本来、個人や共同体の幸せや厚生にとって重要な様々な面を排除していた。これが多く 政治家や学者の注目を集め、従来の成長パラダイムが正 いものかどうか こまま続けてもよいのだろうかという議論を巻き起こした。この点について、成長や社会 進歩を測るためのより全体的方法をもとめる必要性について世界中でコンセンサスができつつある。　
ブータンはこの点につき、
きっかけをつくった。
そして国連は二〇一二年ブータン 幸福 厚生についてのパネルディスカッションを組織することを定めた。これを受けてブータン王国政府はハイレベル会合「幸福と厚生―あらたなる経済パラダイムを定義する」を立ち上げた。この会議の報告書では、幸福、健康で繁栄している状態を実現する経済パラダイムや新たなる持続可能性を求めグローバルな運動の高まりに期待が寄せられている。　
最後に読者の皆様の幸福で健康な生活をお祈り
します。
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